公益社団法人山形青年会議所役員選任に関する規程（案）
	新
	旧
	摘要

	（次年度役員予定者に関する事項） 
第２条　次年度役員予定者は、次年度役員選考委員会が、次年度役員候補者として指名し、９月に開催される総会において決定する。
	（役員予定者決定に関する事項） 
第２条　役員の選任については、毎年９月の定時総会終了までに本会議所の次年度役員予定者を選任し、これを決定する。
	次年度役員選考委員会と役員候補者と役員予定者の関係を明確化するため（※１）

	（次年度理事長予定者及び次年度業務執行理事予定者に関する事項） 
第３条　次年度理事長予定者は、次年度役員選考委員会が、次年度理事長候補者として指名し、総会において決定する。

　　２　次年度副理事長予定者及び次年度専務理事予定者は、次年度役員選考委員会が、次年度副理事長候補者及び次年度専務理事候補者として指名し、９月に開催される総会おいて決定する。
	（次年度理事長候補者選任に関する事項） 
第３条　次年度理事長候補者は、次年度役員選考委員会が候補者を選出して指名する。


	業務執行理事予定者について、記載
※１

	（次年度監事予定者に関する事項） 
第４条　次年度監事予定者は、９月に開催される総会において決定する。

	（次年度監事予定者選出および決定に関する事項） 
第４条　次年度監事予定者は、正会員中より毎年９月の定時総会において選出の上決定する。

	１　監事を正会員に限定しないため“正会員中より“を削除


	（次年度役員選考委員会に関する事項） 
第６条　
　　１　次年度役員選考委員会は、選挙によって選出された１５名の委員及び直前理事長によって構成される。

　　２　委員長は、直前理事長が務める。

　　３　何らかの理由で直前理事長が委員長に就任できないときは、理事会の承認を受けたものが就任する。


	（次年度役員選考委員会に関する事項） 
第６条　
　　１．次年度役員選考委員会は、選挙によって選出された１５名の委員によって構成される。

　　２．委員長は、直前理事長が務める。

　　３．何らかの理由で直前理事長が委員長に就任できないときは、理事会の承認を受けたものが就任する。


	１　直前理事長は委員長のため追加（座長の役割であるが）

	（役員就任に関する事項） 
第10条　選任された次年度役員予定者は、翌年1月の通常総会終結後に、本会議所の役員となる。但し、２月末までに会費未納の者はその資格を失う。

２　前項但し書の規定は、正会員でない監事には適用しない。

３　理事長予定者、副理事長予定者及び専務理事予定者は、第１項の役員就任後に開催される理事会の決議により理事長、副理事長及び専務理事となる。
	（役員就任の期日に関する事項） 
第10条　選任された次年度役員予定者は、翌年１月の通常総会終結後に、本会議所の役員となる。

　　　ただし２月末まで会費未納のものはその資格を失う。


	２　正会員でない監事についての規定

３　理事長、副理事長及び専務理事は、理事会の決議により選任する（定款第２８条第３項　法定自事項）こととの整合性をとるため




